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(※)

資
金
の
性
格

研究の性格

(※)　文部科学省から交付される補助金により日本学術振興会に創設される「学術研究助成基金」から、研究費(学術研究助成基金助成金)が助成されます。

　　 今後は、学術研究助成基金助成金と科学研究費補助金による「科学研究費助成事業」を「科研費」として取扱うこととなります。
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Ⅰ　科研費の概要	
１　科研費とは



平成22年度に必要な予算として　 部分を措置してい

ました。単年度の研究費として交付するため、年度

内に執行する必要がありました。

平成23年度予算として　 部分と　 部分を措置していま
す。基金化した研究種目については、複数年度分措置
（　 部分）されるため、研究期間中は年度にしばられる
ことなく使用することが可能になります。
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科研費の拡充と「基金化」の制度改革

トピックス
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基金化のメリット



2,000

平成23年度　2,633億円
うち429億円は平成24年度以降の執行分

平成23年度執行額としては実質204億円増
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２　科研費の応募・採択件数と予算
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基盤研究（C）、挑戦的萌芽研究、
若手研究（B）の平成23年度以降
の新規採択課題を基金化
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３　科研費の「研究種目」
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公
募
要
領

第 1段審査

資料の編集

審査資料の送付

審査結果の決定
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Ⅱ　応募・審査・科研費の使用・評価	
１　公募から内定までの流れ
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２　科研費への応募
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３　科研費の審査
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４　審査の具体的な進め方
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５　学術システム研究センター



審査委員配置、審査
基準、公募要領の見
直し等を検討

審査委員候補者を
選考

審査委員の審査を検証
その結果を翌年度の審査委員選
考や模範となる審査意見を付した
審査委員選考に反映

審査会の進行、資料説明等
（第２段審査の運営に関与）

センター研究員は
審査・採択
そのものには
関わらない

公募要領送付

研究計画調書受付
審査委員委嘱

第２段審査

第１段審査

交付内定
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＜審査委員候補者データベースの登録者数の推移＞
（人数）

59,050
54,234

49,403

41,409

31,088

18,965

7,375
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70,000

0
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50,000

H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22（年度）

806
10.5%

1,123
14.6%

2,975
38.8%

2,770
36.1%

9,561
16.2%

16,326
27.6%

3,821
6.5%

29,342
49.7%

国立大学私立大学

公立大学

その他

＜データベースの登録状況（平成22年度）＞

347
48.9%

68
9.6%

234
33.0%

352
6.1%

421
7.3%

61
8.6%1,270

22.0%

3,728
64.6%

国立大学

私立大学

公立大学

その他

＜審査委員数（平成22年度補助金分）＞

うち女性 うち女性

登録者総数 審査委員総数

計　59,050 名
うち女性 7,674 名（13.0％）

計　5,771 名
うち女性 710 名（12.3％）
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６　審査委員の選考方法（「基盤研究」等の場合）



※平成22年度日本学術振興会審査種目のうち、「基盤研究（A・B・C）」、「若手研究（A・B）」、「挑戦的萌芽研究」について記載しています。
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7　審査制度の改革



不採択者に対する
審査結果の開示を開始

開示内容を充実 開示内容を充実 開示内容を充実
開示方法を電子化

平成11年度 平成14年度 平成18年度 平成22年度

8　審査結果の開示
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＜インターネットを通じて開示される第１段審査結果の主な内容の例（抜粋）＞

１４
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研究の進捗に関する自己評価
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９　使いやすい研究費への改善

10　課題採択後の評価
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Ⅲ　適正な使用の確保	
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Ⅳ　科研費の研究成果の公開	

Ⅴ　科研費の情報発信・広報普及活動	
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実施機関数

採択件数
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Ⅵ　イノベーションの芽を育む科研費	
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25



26
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特殊法人、

独立行政法人

19,526人

7.5%

国公立試験

研究機関

6,147人

2.3%

大学共同利用

機関法人

2,237人

0.9%

一般社団法人

又は一般財団法人

4,787人

1.8% 企業等の研究所

6,792人

2.6%

短期大学、

高等専門学校

13,484人

5.2%
私立大学

112,517人

43.0%

公立大学

15,645人

6.0%

国立大学

80,529人

30.8%

＜研究者が所属する「研究機関」数・研究者登録数＞

国公立試験

研究機関

126機関

7.3%

短期大学、

高等専門学校

450機関

26.1%

私立大学

600機関

34.8%

公立大学

88機関

5.1%

国立大学

86機関

5.0%

企業等の研究所

72機関

4.2%一般社団法人

又は一般財団法人

175機関

10.2%

大学共同利用

機関法人

20機関

1.2%

特殊法人、

独立行政法人

107機関

6.2%

「研究機関」数
合計

1,724機関

研究者登録数
合計

261,664人

「研究機関」数 研究者登録数

※ 平成２２年１１月現在の件数を分類しています。
※ 複数の研究機関において研究者登録が行われている研究者については、それぞれの登録件数に含めています。

配分額

応募額

研究機関種別の応募額・配分額（直接経費）

国立大学
2,204億円
59.9%

国立大学
396億円
66.6%

応募額合計
3,678億円
配分額合計
594億円

その他
75億円
12.6%採択件数

研究機関種別の応募件数・採択件数

国立大学
11,354件
57.5%

公立大学
6,865件
7.7%

私立大学
26,286件
29.5%

その他
10,597件
11.9%

私立大学
4,665件
23.6%

公立大学
1,391件
7.0%

その他
2,328件
11.8%

応募件数合計
89,097件

採択件数合計
19,738件

応募件数

国立大学
45,349件
50.9%

その他
496億円
13.5%

私立大学
94億円
15.8%

私立大学
766億円
20.8%

公立大学
30億円
5.0%

公立大学
211億円
5.8%

※ 平成２２年度科学研究費のうち、「奨励研究」を除く研究課題（新規採択分）の当初配分について分類したものです。

※ 四捨五入の関係上、合計と内訳の数値が一致しないことがあります。

２６

＜研究者が所属する研究機関種別の新規応募件数・採択件数及び応募額・配分額＞

研究機関別の応募件数・採択件数 研究機関別の応募額・分配額（直接経費）
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科研費の配分額は基本的に応募件数や応募額に応じて決められるため、 比較的少額の研究課題が採択されている
人文科学系や社会科学系は、 採択件数の割合に比べて配分額の割合が低くなっています。

29



30



上
段
：
平
成
2
1
年
度

下
段
：
平
成
2
2
年
度
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